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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ マツモト ミチオ

氏 名 松本 道雄 

派 遣 希 望 区 ■市内全域 □（ 区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 
○ 

 地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

 まち普請事業 

 その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 ○ 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善   防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

 地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯   水・緑・環境 

 歴史・文化・アート   空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業   ICT・WEB の活用 

その他（ ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まち 

づくりプラン 

団地再生 

青葉区 

すすき野 

平成 30 年 

～令和 2 年 

団地再生まちづくりプランの策定 
建築局 マンション・団地再生コーディネート支援事業 
・ワークショップ開催支援
・アンケート作成支援
・広報レポート作成支援

地域緑化計画 
青葉区 

すすき野 
令和 2 年 

助成金提案書作成支援 
環境創造局 地域緑のまちづくり事業 
・現地視察
・ワークショップ開催支援
・申請書作成支援
・協定締結支援
令和 3 年 1 月 二次コンテスト通過
令和 3 年 3 月 協定締結

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。



まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域緑化計画 緑区霧が丘 平成 29 年 

助成金提案書作成支援 
環境創造局 地域緑のまちづくり事業 
・現地視察
・申請書作成支援
平成 29 年 12 月 二次コンテスト通過
平成 30 年 3 月 協定締結

地域緑化計画 
緑区鴨居 

中区関内 
平成 28 年 

助成金提案書作成支援 
環境創造局 地域緑のまちづくり事業 
・現地視察
・申請書作成支援
平成 28 年 12 月 二次コンテスト通過
平成 29 年 3 月 協定締結

審査員経験 － 

平成 

28～30 年度 

26 年度 

23～26 年度 

ヨコハマアートサイト

（文化観光局 地域文化サポート事業）

環境創造局 地域緑のまちづくり事業

都市整備局 まち普請事業

地域まち 

づくり活動 

みなとみらい 

地区 

平成 

19 年度～現在 

24 年度～現在 

令和 

2 年度～現在 

高島中央公園愛護会 

https://www.takachu.yokohama/ 

ブリリアみらいコミュニティ（マンション自治会） 

https://www.brilliamirai.com/ 

みなとみらいマンション防災・減災協議会 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

地域まちづくり活動は、地域住民や様々なステークホルダーの方々に想いを伝えて同じ方向を向いてもらう、

仲間づくりや合意形成が重要だと認識しています。また、自分たちの想いを具体的なかたちにして、相手の立

場に立って説明し、理解をしてもらうプロセスは、簡単なように見えて、意外と難しいことです。まちづくり

コーディネーターの役割は、そうした想いの具体化や合意形成について、専門家という立場でお手伝いをする

ことだと考えています。

自分自身、活動者として、地元の公園やマンションでのコミュニティづくりおよび、防災・減災計画の策定、

社会福祉活動などをしており、地域での活動の難しさを実感しています。また、過去には様々な助成制度の審

査員として、活動者のみなさまの想いを受け止めて、評価をする立場も経験してきました。こうした、様々な

経験を生かしつつ、活動者のみなさまに寄り添って、専門家としてお手伝いをしたいと考えています。 

また、まちづくりコーディネーターの仕事とは別に、情報システムの管理・アドバイザーの仕事をしており、

ICT や Web 製作にも精通しているので、地域コミュニティでのオンライン活用などもお手伝いできます。 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。




